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友 と な る

「名 古 屋 い の ち の 電 話 」 の 設 立 に か か わ っ た

者 の 一 人 と し て 、 何 故 そ れ に 参 加 し た の か 、 と

い う 当 時 の 思 い を 述 べ て み た い と 思 い ま す。

作 家 リ ル ケ は 『 マ ル テ の 手 記 』 の 冒 頭 で 、
「 人 々 は 生 き る た め に こ の 都 会 へ あ つ ま っ て 来

る ら し い 。 し か し 、 僕 は む し ろ 、 こ こ で は み ん

な が 死 ん で ゆ く と し か 思 え な い の だ 」 と 、 二 十

世 紀 初 頭 の 国 際 都 市 パ リ の 人 々 の 生 活 の 中 に ひ

そ む 「 虚 無 と 死 」 に つ い て 書 い て い ま す 。 そ れ

で は 二 十 世 紀 末 期 の 名 古 屋 と い う 都 会 に お い て

は ど う で あ り ま し ょ う か 。

１ ６ 年 前 、 東 北 の 小 さ な 街 か ら 名 古 屋 に 転 任 し

て き て 、 久 し ぶ り に 味 わ っ た の は 、 都 市 の 「 自

由 な 空 気 」 で し た 。 ま さ に 中 世 ヨ ー ロ ッ パ の こ

と わ ざ 「 都 市 の 空 気 は 人 間 を 自 由 に す る 」 、 そ

の も の で し た 。

地 方 に あ っ て 過 疎 の 問 題 と 取 り く ん で い る 友

人 の 顔 を 思 い う か べ っ つ も 、 こ の 空 気 が 若 者 を

都 市 へ と 引 き つ け る の か 、 と 納 得 し た も の で し

た。

し か し そ れ か ら 数 年 間 の 名 古 屋 で の 生 活 は 、

先 程 の リ ゲ ル の 言 葉 を 思 い 出 さ せ る も の で あ り

ま し た 。 「 孤 独 は 山 に な く 、 街 に あ る 。 一 人 の

人 間 に あ る の で な く 、 大 勢 の 人 間 の 『 間 』 に あ

るものである」（三木清「人生論ノー１ヽ」）。

そ う 考 え る よ う に な っ て い た 頃 、 知 人 で あ っ

た 東 京 い の ち の 電 話 総 主 事 の 斉 藤 友 紀 雄 さ ん か

ら 、 「 用 事 で 名 古 屋 に 行 く か ら 、 久 し ぶ り に 会

い ま し ょ う ｊ と の 連 絡 が あ り 、 御 馳 走 し て く れ

る の も よ い け れ ど 、 む し ろ 「 い の ち の 電 話 」 に
つ い て 教 え て く だ さ い と 、 友 人 数 人 を さ そ っ て

お 会 い し ま し た 。 い の ち の 電 話 と い う 活 動 の 主

旨 と 実 際 を う か が い ま し た 。 こ れ が 名 古 屋 に い

の ち の 電 話 が 発 足 す る 一 番 最 初 の 小 さ な 一 歩 で

ありました。

話 を う か が う 中 で 私 が 一 番 心 に 残 っ た 言 葉 は 、
い の ち の 電 話 は 「 素 人 」 が お こ な う も の で あ る 、

清 島 恒 徳

という点でありました。他の電話相談の多くが、
いわゆるその道の専門家あるいは「先生」とよ
ばれる人々が登場して解答を与えるという形式
をとるのに対して、「いのちの電話」は素人が
おこなう（勿論、必要な研修をつむことはいう
までもないことですが）同じ立場に立って、相
談者の話を闘く、そのことを通して相談者自身
が解決の逆を自分で見い出す、そのために必要⌒｀
なことは、徹底して辛抱づよく話を聞いてくれ
る存在だ……。
都市の孤独の中におかれた人々にとって、今

一番必要とされているのは、こういう友人の存

在だ、と思いました。その後、この友人となる
運動、つまり名古屋いのちの電話の設立へとむ
かうことになりますが、私はこの基本を大切に
して、市民迎動としておこなっていこうという
思いを強くもっていました。
それは他でもない私白身が、それを必要とし

ていたからでありました。設立準備の過程では、

専門的知識をもつ人々から、「そり簡単なこと
ではないよ、素人は手を出さないほうがよいよ」
などといわれましたが、「素人だから」できる、
「先生」は友人にはなれない、などと反論した
ものでした。確かに専門家の知識と経験が必要⌒｀
とされる場合もあります。しかし基本は「友と
なる」ことではないでしょうか。
いのちの電話の活動は、「所詮は他人ごと」

であるものを、どれだけ「されど我がこと」と
なすことができるかという点にかかっているの
ではないでしょうか。「イ也人ごと」を「我がこ
と」とすること、それは秀れて「人間的」な事
柄です。小さな小さな心配や悩みが人問をゆが
めてしまうものです。
リルケは左手の指にささったバラのトゲがも

とで５１才の生涯を終えたということです。
（日本基督教団名古屋堀川伝道所牧師）
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相談員の人と話していると守秘義務と匿名性
の話題がよく出る。守秘義務のため、電話相談
の後ですっきりしない気持ちが残った時、近く
にいる人に聞いてもらえばそれで済んでしまう

事でさえうまく解放できない。匿名性のため、

軽い気持ちで「電話の相談員をやっているのよ」
と人に言えない。電話相談の内容や電話相談に

携わっていることも気軽に誰彼に話せないので。
こういった日常的に感じる言わばストレスを相

談員は簡単に解消していく術を持ち合わ
せていない。独りで抱えられない相談を

受ければ、肩の荷を下ろしたくて誰かに
聞いてもらいたい時がある。悩んでいる

（（噌勲、人の援助をしているとちょっと鼻にかけ
｀ た く な る 時 だ っ て あ る 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活

動を自分の業績の中に入れたい人もいる。
こういった事ぱ守秘義務と匿名性の問題
に抵触するためロを閉ざしている以外手

はない。ストレスを抱え込む割に、自己

愛が満たされないというのが相談員の本
音であろう。特に匿名性は、電話相談を

特長づける非常に大切な柱だとわかって
いても、相談員を様々な制約から自由に

してくれる防波堤と思ってみても、人の

秘密を聞いてしまうので、ある程度の制
約はつきものであると考えても、毎日の
相談活勁の中では、どうする事も出来な
い厄介な荷物に違いない。

（ぐ９ｓヽこういった負の側面ぱかりに目がいく。

が、守秘義務と匿名性がある御陰で、電

話相談は現実に働きかける訳ではなく、

長

瀬

治

之

イメージにしか働きかけられないという限界を
示してくれる事も忘れてはいけない。例えば、
いつものように電話で利用者の話に耳を傾けて

いると、知っている相談員の名前が出てきて、
こともあろうに相談内容を人に話しているとい
う。いったいその事を知ってしまった相談員は

どのように振る舞ったらいいのだろうか。相談
員の名前という現実が目の前に表れてぐると、

利用者と相談員の二人の関係の中だけで取り扱
うには荷が重過ぎて、そのことを二人の関係の

外へと持ち出してしまう可能性が高い。
この様に動いてしまう一番大きな要因は、そ

もそも利用者がかけｔきた電話を、気づかない

まま現実という次元で取り扱っている事である。
電話相談の原点は徹底した受容であるはずなの
に、解決を図ろうとした事でもある。人に話し
ているのか、話していないのかという事実を追

求し始めると現実の方へと傾いていく。電話相

談はイメージにしか働きかけられないという前

現
実
と
イ
メ

｜
ジ

提があれば、利用者の気持ちを聴く
方へと心が動いていく。なぜ利用者
がそういった内容の電話をかけてき
たのかを聴き、利用者の気持ちを話

させる方向で援助していくのが先決
で、電話相談の場でそういう事実が

在ったかどうかに思いを巡らせるの
は電話相談の枠を超えてしまう。こ
のような視点に立てば、相談員が名

前を明かしている云々という現実は
ほとんど問題にしなくても良くなる。

丁寧に利用者の言葉に耳を傾け、そ
のことを話した背後にある感情を聴
く様に心がけていると、例えば、利

用者の相談員に対する嫉妬の問題が
出てくるかもしれない、あるいは、

もっと話したい内容があって、その
きっかけに相談員の名前を使っただ

けであるかもしれない。
このように考えてくると、守秘義

務と匿名性は金科玉条のごとく守ら

なければならない事でも、我々の行
動を制限する厄介な廃物でもなく、実は、電話

相談の原点に連れていってくれる二つの道標に
なっている事がわかる。夫婦の葛藤にしても、
いじめの問題にしても、ついその電話を現実に

あった事として、何とかしなけれぱと思ってし
まう。が、守秘義務と匿名性を忠実に守ろうと
すれば、利用者の言葉そのものに集中するであ
ろうし、今ここでの体験以上に発展させようと
は思わないであろう。

（訓練委員・中部労災病院心理士）
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セ ソ タ ー 部 ） 、 思 春 期 相 談 （ 県 医 師 会 ） 、 婦 人 悩

みごと相談（県婦人相談所）、子ども家庭１１０番

（県中央児童相談所）といった公的機関の担当の

方 を は じ め 、 医 師 会 関 係 の 難 病 相 談 め 担 当 者 、 市

町村の青少年相談所・セソター等の相談員の他に、

私 た ち と 同 じ よ う な ボ ラ ソ テ ィア で 関 わ っ て い る

県のこころの電話や、老いと病のための心の相談、

そしてまた、岐阜から毎回出席下さる方もあって、

奇 数 月 に 一 度 、 県 教 育 会 館 の 会 議 室 や、 み こ こ ろ

セ ン タ ー の ホ ー ル を お 借 り し て 会 合 を し 、 “ ね っ

とわ一ぐという機関紙も、１１月には２５号が出ま

す。

電 話 相 談 と い う の は 、 相 談 と は 言 って も 利 用 者 ″ ｀ り

の問いかけに対して即答するのではなく、しかし、

面 接 の カ ウ ソ セ リ ン グ と も 大 き く 異 な る と こ ろ が

あります。

つ ま り 、 電 話 に は 即 時 性 が あ り ま す。 何 時 で も

何処からでも、何処へでもかけることが出来ます。

そ して 、 顔 が 見 え ま せ ん 。 名 乗 ら な け れ ば 、 何 処

の 誰 と も 分 か ら な い 匿 名 性 で あ り ま す。 だ か ら 、

面 と 向 か っ て な か な か 話 せ な い こ と も 、 相 手 も 知

らない人（相談員も名乗らない）ですから思い切っ

て 話 す こ と が で き る の で す。 こ こ で 話 し た こ と は

ど こ に も 洩 ら し ま せ ん よ 、 と 相 談 員 は 秘 密 を 守 る

こ と を 約 束 し ま す。 利 用 者 は 話 して い る 内 に 、 気

持 ち が 軽 く な っ た り 、 ま た 自 分 の 中 の 何 か が 勁 い り

て 、 自 分 で 気 付 い て い く こ と も あ り ま す。 相 談 員

が 何 か の ヒ ン ト を 出 す こ と も あ るで し ょ う し 、 必

要 な 社 会 資 源 を 伝 えて 、 そ れ を 利 用 す る こ と も 出

来 るで し ょ う 。 そ こへ 行 き つ く ま で、 相 談 員 は 見

え な い 相 手 と 声 だ け を 頼 り に 、 相 手 の 言 い た い 気

持 ち を 受 容 して い か ね ば な り ま せ ん 。 こ の た め に

は 、 相 談 員 自 身 が 何 故 そ う し な け れ ば な ら な い の

か 、 ど うす れ ば 出 来 る の か と い う こ とを し っ か り

と学習し、実習を積む必要があります。

ネ ッ ト ワ ー ク の ね ら い の 一 つ に は 、 そ れ ぞ れ の

相 談 電 話 の 特 性 に よ っ て か か っ て く る 電 話 の 質 や

愛 知 電 話 相 談 ネ ッ ト ワ ー ク

近 頃 の 電 話 相 談 窓 口 の 増 加 は 、 目 覚 ま し い も の

が あ り ま す。 新 聞 で み る 限 り に お いて も 、 病 気 別

に 受 付 け て い る 個 人 が い た り 、 ○ ○ 週 間 の 間 だ け

という単発のものなど、数えきれません。………！・

私 ど も の い の ち の 電 話 も 、 サ マ リ タ ソ 精 神 を 基

盤に、危機介入を目的として３０有余年の歴史があ・●Ｔ

り、名古屋いのちの電話も１０年を過ぎ、市民活動

と して 定 着 し た よ う に 思 え ま す。 今 年 は 全 国 め い

の ち の 電 話 関 係 者 が 集 う 大 会 を 名 古 屋 で 催 すと こ

ろまで成長したといえるでしょうか。

そ ん な 名 古 屋 い の ち の 電 話 が 、 愛 知 県 下 め 電 話

相 談 を も つ 機 関 へ 呼 び か け て、 研 究 会 を 開 いて い

る の が “ 愛 知 電 話 相 談 ネ ッ ト ワ ー グ セ す。

開 局 ５ 年 目 に 、 日 本 自 殺 予 防 学 会 が 主 催 す る 全

国大会シソポジウムを名古屋で開催いたしました。

東 海 ・ 北 陸 を 中 心 に 、 全 国 か ら 電 話 相 談 機 関 が 集

ま っ て、 危 機 介 入 を テ ー マ に 話 し 合 い ま し た 。 そ

の 後 に も 、 横 浜 い の ち の 電 話 が 事 務 局 で あ っ た 全 ∧

国電話相談研究会の全国大会とワークシＥＩダプの
１¶を゙Ｉ‘．Ｌ

会場も引き受けるということがあり、近在４ｙｊｌそれ

ら 機 関 の 人 た ち で、 も っ と 度 々 集 い を も っ て 話 し

あいたいという思いを強くしておりました。

名 古 屋 い の ち の 電 話 の 訓 練 委 員 で も あ る 長 岡 先

生 は 、 自 殺 予 防 学 会 の 理 事 、 全 国 電 話 相 談 の 常 任

運 営 委 員 で も い ら っ し や い ま す。 県 下 で は 、 こ こ

ろの電話の設立以来の中心的指導者でもいらっしや

い ま し た の で、 県 下 の 機 関 の 担 当 の 方 々 へ 呼 び か

けて研究会をもつ運びとなりました。

主なメンバーは、ヤングテレホソ（愛知県警）、

心 の 健 康 相 談 電 話 （ 県 総 合 保 健 セ ン タ ー 精 神 保 健
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心

量 の 情 報 交 換 を す る と 共 に 、 電 話 相 談 全 体 の レ ベ

ルアップにあります。

ア ホ イ ソ ト を 取 ら ね ば な ら な い 、 費 用 も 安 か ら

ぬ … … と い う 面 接 相 談 よ り は 、 そ れ 程 の 内 容 で は

な い か ら と 思 う （ 思 い た い ？ ） 利 用 者 、 こ れ は 日

本 人 的 性 格 と も い える よ う に 思 い ま す が 、 そ ん な

ニーズ に 応 え る 、 社 会 的 な 責 任 と して も 、 相 談 員

は安直な人の悩みの聞きたがり屋では困るのです。

相 談 の 内 容 は 、 何 処 に で も 見 ら れ る よ う な 、 家

庭 内 の 揉 め 事 や 地 域 で の 問 題 の ほ か 、 電 話 な らで

は の ケ ース に 性 的 な も の も 多 く あ り ま す し 、 ま た

継 続 して か け て くる 人 、 怒 り を ぶ っ け る 人 、 い や

が ら せ 、 電 話 シ ョ ッ ピ ン グ の 人 も こう し た ネ ッ ト

ワ ー ク の 交 流 の 場 で、 分 か って き ま す。 む つ か し

い と 悩 み を 訴 える と 、 専 門 の 先 生 が 理 論 的 に 説 明

を して 下 さ っ て 壁 が 少 し 薄 く 低 く な っ た り 、 私 に

は随分勉強になっています。

電 話 相 談 機 関 の 調 査 を し た 後 、 統 け て 相 談 貝 の

仙 人 的 ア ン ケ ー ト を し 、 相 談 員 の 悩 み が そ れ ぞ れ

で あ り な が ら 、 ま た 似 て い る こ と に も 仲 間 意 識 を

感じたものです。

昨年から、クリニック関係の方の参加もあり、

ま だ 児 童 虐 待 防 止 ネ ッ ト ワ ー ク あ い ぢ と い う

市民連動の電話相談も仲間です。

と こ ろ か 、 今 、 電 話 相 談 は 一 つ の 岐 路 に 立 って

い ま す。 電 話 は 市 民 生 活 に 定 着 し 、 様 々 な ニーズ

に 適 応 す る 機 能 を も ち 始 め ま し た 。 挑 帯 電 話 、 留

守 電 、 Ｆ Ａ Ｘ 等 。 い た ずら 電 話 も 増 え 、 そ の 対 策

ば か り で は な い で し ょ う が 、 “ 発 進 電 話 番 号 表 示

サ ー ビ ズ が 、 横 浜 、 福 岡 と 共 に 名 古 屋 （ ０ ５ ２

局番）で試験運用され、来春１月から始まります。

いずれ全国的に採用されることになるでしょり。

い の ち の 電 話 を は じ め 、 匿 名 性 を 標 榜 して い る 電

話相談機関にとっては、これからどうすべきか、

緊 急 な 課 題 と して、 ネ ッ ト ワ ー ク で も 取 り 組 んで

いくことになるでしょう。（Ｆ・Ｈ）
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１９９６年５月１日より｀り月末日まセに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共
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覚

時 、 読 書 た け な わ の 秋 。 因 んで 私 の ご く 個 人 的 な 読 書 に ま つ わ る お 話 の 披 露 を さ せ て い
ただく。、今年初頭、私は予期せ嘔思わぬ病いを得、入院に次ぐ数ケ月の療養を余儀なくさ
れた。ｊ暫ち《続いた私の母への出張看護も消え職場も退くとやっと私、切望の「時間」が、

今度は向うからたっぷりとやってきた。
しきて日頃は新１１１１１大好きの私、だが小説、エッセイシリーズものなど毎日少しずつしか読めぬ連統ものは私の

は ｋ 合 わ ず、 そ の ほ と ん ど は 読 ま ず に 避 け る ６ と こ ろ が 二 昨 年 の 秋 、 私 の 関 心 度 最 強 の 歴 史 作 品 、 「 ク
レ オパ ト ラ 」 と 題 す る 初 回 が Ａ 新 聞 日 曜 版 に 載 っ た の だ 。 な ん とそ の 紙 面 たる や 一 面 十 段 抜 き 、 普 通 の

新 聞 小 説 五 倍 の スペ ース で あ る 。 優 雅 で 個 性 的 な 挿 絵 も 超 大 で 感 興 を 増 す。 以 来 日 曜 ご と 私 は 中 味 を 読
む 事 な くせ っ せ と 切 り 抜 き を 始 め た 。 そ して 丁 寧 に 重 ねて 棚 上 に 仕 舞 う 。 長 く てー 、 二 年 の 連 載 だ ろ うわけ
。きて二年が過ぎても最終回には至らフｔｌ：：い。中味をそんな理由で心得ない。大団円の予測もつかず毎号
の挿絵やェ √やブト＼の２コマ年長。に魅かれて取り続けるうちの入院さわぎ。物好きな！と苦笑の娘に切り● ● ｋ ’
取りの引継ぎを懇願し遂にこ１；ｊを、し三月その“完”を見た。１２４回４７万字に及ぶ作者宮尾登美子の労作だ。一丿Ｉａ｜
さて退院後、私の落書き先ば我が家のベッド。さあ！これでまとめ読みができる！！監視の目を避けて

毎 晩 そ の １ ０ 回 分 を ベ ッ ド に 持 ち 込 んで 体 力 、 視 力 の 疲 れ を 託 ち つ つ 貧 り 読 ん だ 。 そ して 積 ん 読 中 の 次 な
る 長 編 「 ・ 一 マ 人 の 物 語 」 の 緒 にや っ と 辿 り つ く こ と が で き た 。 作 者 宮 尾 の 資 料 、 取 材 の 精 緻 さ 、 女 性
でしか描き得ない細やかさで、世界から永遠に注目を集める女王の生涯が描かれたことに深謝。（Ａ．Ｕ）。
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第 １ ７ 回 い の ち の 電 話 全 国 研 修 会 名 古 屋 大 会
日程旧６年１１月１４日（木）～１６日（土）会場名古屋国際会議場

特 別 講 演 （ 一 般 公 開 ）

・日時１１月１４日（木）１４：３０～１６：００
・ テ ーマ 新 し い 家 族 と 家 庭 像 を 求 めて
・講師日本福祉大学生涯学習センター長河合雅雄先生

（京都大学名誉教授・兵庫県立人と自然の博物館館長）
＊特別講演は研修会参加者のみでなく一般公開としていますので聴講
ご希望の方を歓迎いたします。はがきにて下記にお申込下さい。

１９２４年生まれ。京都大学理学部
助 物 学 科 卒 業
生 態 学 、 人 類 学 、 特 に 霊 長 類

の生態、行勁、社会の研究を行っ
て い る 。 サ ル か ら ヒ ト ヘ の 進 化
の過程に強い関心をもち、刃１１論
的 研 究 を 行 う と と も に 、 人 間 の
本性とは何かを問い統ける。

申込先社会福祉法人愛知いのちの電話協会名古屋いのちの電話事務局
〒４６１-９１名古屋東郵便局私書箱２５７ＴＥＬ：０５２-９７１-５１８１ＦＡＸ：０５２-９６１-５００４

--……--ＥＩ胸姉植ｊ４４Ｊ：低回亘
ご協力をお願いします
いつも資金ボラソテｒアとして会費やご寄付をい

ただき有頌うございます。心から御礼中し上げます。
ｆ「ぅ｜川２，０００万円の迎言資金と共に，法人の基金を

１０年間で１匪円漬立の課題を与えられております。
会員の皆様の倍旧のご支援と共に，会貝増加の運

勁にもお力を添えて’ドさいますようお願いします。
法人となり宵付金の税法上優遇措置が受けられま

す。誠に失礼ですが振込票を同封させていただきま
す。ご利用くだされは幸いです。
（Ｉ）法人会費年間５万円・１０万円・２０万円
（２）賛助会員（年間１口）

Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円
（３）一般寄付はご自由な金額で結構です。
（４）夏期・年末寄付
口座名社会福祉法人愛知いのちの電話協会

理 事 長 相 馬 信 夫
口座番号束海銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８

お問い合わせは…
社会福祉法人愛知いのちの電話協会

名古屋いのちの電話
事務局咩９７１-５１８１

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋東郵便局

事務局魯０５２-９７１-５１８１

社会福祉法人愛知いのちの電話協会

８ --

東海銀行大津町支店（普）預金口座４７７０２９相談電話酋０５２-９７１-４３４３

１９９６年１１月１日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編 集 人 広 報 委 員 会

１９９６年晩秋

開局１０周年記念
ｓ - ～

- -

とき１９９６年１１月３０日（土）

午後６：００（開場５：３０）
と こ ろ 日 本 キ リス ト 教 団 名 古 屋 中 央 教 会

地下鉄栄５番出口前
入場料２，０００円（全席自由）

主催社会福祉法人愛知いのちの電話協会
後援ｒ４ＨＫ厚生文化事業団

中日新聞社会小業団
束海テレビ福祉文化事業団

愛知いのちの電話協会日誌より
５月１９日フリーマーケットｉｎ束別院

２８日９期相談員認定式歓迎会
７ 月 ６ 日 フ ォ ー ラム ベ ル の 会 総 会

２５日いのちの電話支援吉田徳子さん
オルガソコソサート４０万円寄付受領

８月８日谷田武彦市会議員来訪故安田八重子氏よ
り１００万円寄付受領

９月３日愛知県よりボランティア団体表彰を受賞

私書箱第２５７
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
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